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知的障害特別支援学校小学部におけるプログラミング教育の実施状況と課題
Ⅰ．問題

















い（総務省，2018）．また 2019 年 8 月末の時点において





























Current States and Issues of Programming Education 


















調査は 2019 年 2 月 1 日～ 8 日の期間に実施し，回答
者には 2019 年 2 月 1 日時点における状況の回答を求め
た．
調査票は全て郵送により配布，回収を行った．回収数


























































































学校 対象 教科・領域等 プログラミングツール・教材 内容
A 高学年 課題学習 little Bits いくつかのパーツを組み合わせて音が鳴ったり光ったりすることを経
験し，様々な組み合わせによって異なる反応があることを知る．児童
によっては自由に組み立てたり，見本と同じように組み立てたりした．






C 6 年生 生活単元学習・
特別活動









D 高学年 自立活動 Code A Pillar いもむしロボットを目的地に到達できるように「まっすぐ」「右折」
「左折」の 3 つのコードを組み合わせて動かす．





算数 Scratch Jr. ビジュアルプログラミングを組み命令させ，キャラクターを動かした．
プログラミングゼミ クイズに挑戦し，少ない命令でクリアできるように取り組んだ．









クラスター 1 17 興味関心に合っている PC，タブレットに興味関心が高い児童にとっては，主体的に取り組もうとする
ことができるので，自主的に取り組む力がついたり，自ら考え課題を解決しよ
うとする力の伸長が予想される．
クラスター 2 10 論理的思考そのものの涵養 論理的思考力を養うことで自己実現の手立てとなる．




クラスター 4 14 試行錯誤する力の習得 試行錯誤する（しようとする）力がつくのではないかと考えている．

















クラスター 8 3 ICT 機器への習熟 パソコンやタブレットの操作に慣れ親しむ機会が増える．
クラスター 9 14 指導方法上のメリット 下学年ではタッチパネルを使った操作，学年が上がるにつれてマウスやキーボー
ドを使った操作に移行できるものが良い．
クラスター 10 5 発達段階に見合ったメリット 子どもの発達段階や低学年では難しい側面もあるが，意欲を引出し，思考力，
判断力，表現力を養うことに効果的であると考える．
クラスター 11 19 問題解決能力の習得 困ったことがあっても，解決する方法やそのある程度の手順があるということ
の学習ができる．
クラスター 12 4 子ども側の問題のためメ
リットなし
論理的思考ができる発達段階に達している児童はほとんどいない．



































クラスター 1 32 プログラミングに対する教
員の意識の不足
教員がプログラミング教育の必要性を十分に認識していない．
クラスター 2 7 子どものレディネス不足 児童の実態（知的発達の段階）がプログラミング教育を行うために必要な段階
まで達していない．

















クラスター 7 9 子どもの実態からの困難 児童の実態に応じてではあるが，知的発達レベルから考えて実施が難しい場合
もありうる．






クラスター 1 17 教育課程上の位置付け 教育課程上での位置付け：どの教科，領域で学習するか，何を優先して学習す
るか．
クラスター 2 65 プログラミング教育に詳し
い教員
プログラミング教育に詳しい教員の配置．
クラスター 3 43 プログラミングについての
教員研修
様々な教員が授業を担当できるような研修，勉強会．
クラスター 4 16 指導事例 具体的な指導事例の提供（指導案，教材教具など）．
クラスター 5 19 ネットワークインフラの整
備
高速ネットワーク回線と校内無線ＬＡＮの整備．
クラスター 6 40 ハード（PC）の整備 児童が使用できるパソコンとそのための教室が必要．
クラスター 7 86 ソフト・アプリの整備 遊ぶ延長で子ども達が取り組めるレベルの教材，ソフトがあること．
クラスター 8 39 子どもの実態に応じた配慮 支援ツールなど児童が理解できる工夫．
クラスター 9 63 ハード（タブレット端末）
の整備
iPad などのタブレット端末の十分な配備．
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知的障害特別支援学校小学部におけるプログラミング教育の実施状況と課題
を示す．大きくはプログラミング教育に詳しい教員の配
置（C2），またそれに伴う教員研修（C3）や指導事例の
普及（C4）といった指導する教員側の資質向上がまず
挙げられる．また C5，6，7，9 のようなプログラミン
グ教育を行う上での物理的環境整備のウエイトも大き
い．さらにはプログラミング教育を教育課程にいかに位
置づけるか（C1）はⅢ.5. の困難のところでもあがった
ように重要な条件であった．また特別支援教育の根幹を
成す個に応じた指導・支援（C8）も特徴的な条件である．
Ⅳ．考察
今回わずかながらプログラミング教育が行われていた
のは高学年もしくは能力的に可能と判断されたグループ
であったことから，プログラミング教育を行うにはある
程度の発達段階や知的能力が児童に求められることが推
察される．また教育課程はほとんどが教科・領域を合わ
せた指導の中であった．特に児童の生活の流れの中で活
動するうちに結果として教科・領域の内容を習得するこ
とをねらう生活単元学習は，プログラミング的活動をそ
の手段として取り入れることと親和性が高いことが想定
される．しかし今回の調査結果からは，まだまだプログ
ラミング教育をすること自体を目的として捉えるために
ハードルが高いと考えている教員が多く，この誤解を解
くためには，知的障害特別支援学校におけるプログラミ
ング教育とは何かということについての指針や解説を示
す必要性があろう．
今回の調査では，ほとんどの学校が実施していないも
のの，プログラミング教育のメリットとして論理的思考
や問題解決能力の習得，そこから作業の効率化を図るこ
とができるようになること，学習内容が児童の興味関心
に合っているといったことを予想してあげていた．一方
で，回答した教員のほとんどがプログラミング教育に必
要な条件としてハードやソフトの整備を求めているが，
学習指導要領本来のねらいを達成するためにはアンプラ
グドな学習内容でも構わない．プログラミング教育の実
施内容として「すごろく」を行っている学校があった
が，こうした順次処理が求められる身近な余暇活動を工
夫して行うこともできる．このように，必ずしもハード
やソフトが一人に１つずつなくても，またそもそもコン
ピュータを用いなくても実施できる事例を含め，プログ
ラミング教育の先行事例が早急に示される必要があるだ
ろう．
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